
　宍
戸
小
学
校
の
思
い
出

　
私
の
小
学
校
生
活
は
と
て
も
充
実
し
て
い

ま
し
た
。

　
一
年
生
の
時
は
、
小
学
校
生
活
が
と
て
も

不
安
で
し
た
。
し
か
し
、
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
や

上
級
生
、
先
生
方
が
優
し
く
接
し
て
く
れ
た

お
か
げ
で
、
不
安
が
解
消
さ
れ
、
学
校
が
楽

し
み
に
な
り
ま
し
た
。
二
年
生
で
は
、
新
し

く
入
っ
て
き
た
一
年
生
に
私
達
が
し
て
も

ら
っ
た
よ
う
に
優
し
く
し
よ
う
と
頑
張
り
ま

し
た
。
三
年
生
で
は
、
新
し
い
教
科
が
始
ま

り
大
変
で
し
た
が
、
友
達
と
協
力
し
て
、
一

生
懸
命
頑
張
り
ま
し
た
。
四
年
生
で
は
、
二

分
の
一
成
人
式
を
行
い
、
家
族
に
感
謝
を
伝

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
五
年
生
で
は
、

宿
泊
学
習
で
仲
間
と
の
絆
を
さ
ら
に
深
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
六
年
生
で
は
、
最
高

学
年
と
し
て
、
仲
間
と
協
力
し
な
が
ら
下
級

生
を
引
っ
張
っ
て
い
き
ま
し
た
。
六
年
一
組

の
学
級
訓
の
「
最
高
学
年
と
し
て
責
任
を
も

ち
、
さ
ら
に
絆
を
深
め
る
最
高
の
一
年
間
」

を
達
成
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　
た
く
さ
ん
の
人
達
の
お
か

げ
で
充
実
し
た
小
学
校
生
活

を
送
る
こ
と
が
で
き
、
私
は

と
て
も
幸
せ
で
す
。

　
　

e-sports

に
か
け
る
展
望
と
期
待

　　e-sports

は
、
ゲ
ー
ム
を
使
っ
て
み
ん
な
で
楽

し
く
過
ご
す
新
し
い
集
ま
り
の
形
で
す
。
勝
ち
負

け
よ
り
も
、「
一
緒
に
笑
う
」「
で
き
た
を
喜
ぶ
」

こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　
高
齢
者
の
方
に
と
っ
て
は
、
画
面
を
見
て
考
え

て
指
や
腕
を
少
し
動
か
す
だ
け
で
も
良
い
刺
激
に
な
り
ま

す
。
家
に
こ
も
り
が
ち
な
日
で
も
、
会
場
に
出
か
け
る
理

由
が
で
き
、
仲
間
づ
く
り
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
い
っ
ぽ

う
で
、
初
め
て
の
操
作
は
不
安
で
す
し
、
場
所
や
教
え
る

人
が
少
な
い
の
も
課
題
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
地
域
の
会

館
や
学
校
と
力
を
合
わ
せ
て
、
ゆ
っ
く
り
説
明
し
、
で
き

る
だ
け
簡
単
な
操
作
か
ら
始
め
ま
す
。
椅
子
に
座
っ
て
で

き
る
内
容
に
し
た
り
、
休
憩
を
入
れ
た
り
し
て
、
無
理
な

く
続
け
ら
れ
る
工
夫
も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
見
守
り
役

が
そ
ば
に
い
て
、
知
ら
な
い
人
と
の
や
り
取
り
が
起
き
に

く
い
形
に
し
て
、
安
心
し
て
参
加
で
き
る
よ
う
に
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
や
さ
し
い
ゲ
ー
ム

が
広
が
れ
ば
、
世
代
を
こ
え
た
会

話
が
生
ま
れ
、
健
康
づ
く
り
と
地

域
の
元
気
に
つ
な
が
る
と
期
待
し

て
い
ま
す
。

　
ま
ず
は
見
て
み
る
だ
け
で
も
大

丈
夫
で
す
の
で
、
気
軽
に
一
歩
を

踏
み
出
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

〇「
笠
間
市
社
会
福
祉

協
議
会
宍
戸
支
部
規

約
」
の
改
正
（
第
１

条
、
第
11
条
）
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
左
QR

コ
ー
ド
か
ら
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

―　福祉の光　地域を照らす　心の道　―
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第
139
号
を
お
届
け
し
ま
す
。
読
後
の
広
報
誌
を

ど
の
よ
う
に
し
て
い
ま
す
か
。
捨
て
て
し
ま
う
方
、

古
紙
回
収
と
な
る
運
命
か
な
と
思
う
と
悲
し
い
。

私
は
フ
ァ
イ
ル
し
て
保
存
し
て
い
ま
す
。

　
折
に
触
れ
ペ
ー
ジ
を
開
く
と
懐
か
し
い
思
い
出

が
よ
み
が
え
り
ま
す
。
ま
た
、
部
数
が
増
え
る
た

び
手
応
え
を
感
じ
、
書
物
化
し
て
い
く
の
も
楽
し

み
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
小
川
）

●
支
部
長
あ
い
さ
つ
●

   

温
故
知
新

縁
あ
っ
て
こ
の
宍
戸
地
区
に
産
ま
れ
育
ち
、
社
協
宍
戸
支
部
の

支
部
長
２
年
目
と
な
り
ま
し
た
市
毛
で
す
。
今
ま
で
、
こ
の
宍
戸

地
区
の
成
り
立
ち
に
さ
ほ
ど
関
心
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
歳

を
重
ね
る
に
つ
れ
、
こ
の
地
と
の
縁
を
意
識
す
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
特
に
宍
戸
支
部
会
館
の
あ
る
旧
陣
屋
の
神
社
前
に
は
、
こ

の
宍
戸
の
歴
史
が
書
か
れ
た
掲
示
板
が
あ
り
、
時
折
こ
の
掲
示
板

に
見
入
っ
て
い
る
御
夫
婦
の
方
や
旅
行
者
の
姿
を
見
か
け
ま
し

た
。
ま
た
、
支
部
会
館
の
周
囲
を
散
策
さ
れ
て
い
る
方
に
社
協
の

委
員
さ
ん
が
声
を
か
け
た
と
こ
ろ
、
こ
の
地
に
興
味
を
持
っ
て
訪

ね
て
こ
ら
れ
、
社
協
会
館
の
内
部
資
料
を
案
内
し
た
と
こ
ろ
、
た

い
へ
ん
感
謝
さ
れ
た
と
の
話
も
聞
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
末
広
稲
荷
神
社
の
場
所
に
あ
っ
た
宍
戸
城
は
平
城
と

し
て
も
注
目
さ
れ
て
お
り
、
多
く
の
資
料
を
ネ
ッ
ト
上
で
も
調
べ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
国
の
登
録
有
形
文
化
財
に
指
定
さ

れ
て
い
る
か
つ
て
の
宍
戸
町
役
場
で
あ
っ
た
歴
史
民
俗
資
料
館
も

あ
り
、
沢
山
の
宍
戸
地
区
に
関
す
る
興
味
深
い
歴
史
を
知
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
縄
文
式
土
器
が
出
土
す
る
地
で
あ
り
、

平
安
、
鎌
倉
、
江
戸
時
代
と
時
を
重
ね
て
き
た
こ
の
宍
戸
の
古
に

想
い
を
馳
せ
、
今
の
自
分
た
ち
が
ど
う
あ
る
べ
き
か
と
い
う
立
ち

位
置
を
確
認
し
て
み
る
の
も
一
興
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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宍戸駅前ロータリーが広がりました 旧陣屋レクリエーションクラブ
のみなさん（資源物回収活動）



令和７年度決算報告 R7.4.1~R8.3.31
収入の部 （単位：円）

項 目 予算額 決算額 増 △減 付 記

繰越金 535,142

304,156

0211,496

535,142 0 前年度繰越金

還元金 880,000 838,500 △41,500 会員会費還元金（会員会費助成金）

助成金 163,000 202,850 39,850
福祉コミュニティー助成金 50,000
広報助成金 83,850
宍戸小 PTA 25,000
笠間市社協 44,000

事業収入 500,000 510,250 10,250 女性部手づくり、福祉バザー、ふるさとまつり

配食個人負担金

寄付金 10,000 15,000 5,000 旧陣屋「冬の陣」

雑収入 0 56,352 56,352 児童育成費の戻り金、リサイクル収入、利子 
合 計 2,088,142 2,158,094 69,952

支出の部 （単位：円）

項 目 予算額 決算額 増 △減 付 記

会議費 15,000 12,704 △2,296 運営委員会、総会資料作り、会計監査他

事務費 15,000 18,731 3,731 封筒、コピー用紙、文具代等

事業費 1,350,000 1,199,366 △150,634

内

訳

青少年育成費

女 性 部 活 動 費

こぶしの会活動費

広報委員会費

児童育成費

視察研修費

宍戸小助成費

研修会参加補助費

在宅福祉費

高齢者補助費

区長会活動助成費

高齢者助成費

防災対策費

備品購入費

80,000
140,000
70,000

200,000
50,000
75,000
80,000

5,000
350,000
50,000
50,000

100, 000
20,000
80,000

65,768
148,492
70,000

190,360
50,000
75,000
30,000

0
346,596
50,000
50,000
55,117
5,233

62,800

△14,232
8,492

0
△9,640

0
0

△50,000
△5,000
△3,404

0
0

△44,883
△14,767
△17,200

合同地区懇談会、小学校わくわく体験、道路里親宍戸

手づくり会費、バザー経費等

支部だより２回分他、活動費

笠間市こども会育成連合会宍戸小支部活動

代議員研修と女性部研修、自然観察会への助成

運動会祝金

配食 12 回分（米代、お弁当容器代）

高齢者クラブ

宍戸小学区区長会

グラウンドゴルフ（2 回）への経費

飲料水、缶詰

モニター代（テレビ）、噴霧器代

需用費 220,000 100,732 △119,268 電話代、ガス代、会館保険代、台所用品代等

雑 費 40,000 48,633 8,633 コピー機トナーカートリッジ代

連絡調整費 15,000 21,200 6,200 各事業実施へ向けての連絡経費

予備費 433,142 176,593
7

△256,549 会館外のブロック修理、床の修理、網戸修理

合 計 2,088,142 1577,959 △510,183

収入合計 2,158,094 円－支出合計 1,577,959 円＝残金 580,135 円 次年度へ繰り越し

令和８年度 予算書 R8.4.1～R9.3.31
収入の部 （単位：円）

項 目 本年度予算 前年度予算 増 △減 付 記

繰越金 580,135

0211,496

535,142 44,993 前年度繰越金

還元金 880,000 880,000 0 会員会費助成金

助成金 138,000 163,000 △25,000
福祉コミュニティー助成金 50,000
広報助成金 88,000

事業収入 500,000 500,000 0
女性部手づくり収益金、福祉バザー収益金、

配食個人負担金

寄付金 10,000 10,000 0 地域からの寄付金

雑収入 0 0 0 利子他

合 計 2,108,135 2,088,142 19,993

支出の部 （単位：円）

項 目 本年度予算 前年度予算 増 △減 付 記

会議費 15,000 15,000 0 代議員会等

事務費 15,000 15,000 0 封筒、コピー用紙、文具代等

事業費 1,210,000 1,350,000 △140,000

内

訳

青少年育成費

女 性 部 活 動 費

こぶしの会活動費

広報委員会費

児童育成費

視察研修費

宍戸小助成費

研修会参加補助費

在宅福祉費

高齢者補助費

区長会活動助成費

高齢者助成費

防災対策費

備品購入費

80,000
150,000
70,000

200,000
0

75,000
0

5,000
350,000
50,000
50,000
80,000
20,000
80,000

80,000
140,000
70,000

200,000
50,000
75,000
80,000

5,000
350,000
50,000
50,000

100,000
20,000
80,000

0
10,000

0
0

△50,000
0

△80,000

0
0
0

△20,000
0
0
0
0
0
0
0

合同地区懇談会、道路里親宍戸助成金等

手づくり会、バザーへの助成金等

支部だより２回分、活動費

笠間市子ども会育成連合会宍戸小支部活動

代議員研修と女性部研修及び自然観察会への助成

宍戸小運動会祝い金等

広報研修費等

配食 12 回分（米代、弁当箱容器代等）

高齢者クラブ

宍戸小学区区長会

グラウンドゴルフ(２回)への経費

非常食缶詰等

需用費 220,000 220,000 0 電話代、ガス代、会館保険代、台所用品等

雑 費 50,000 40,000 10,000 コピー機トナーカートリッジ代

連絡調整費 15,000 15,000 0 各事業実施へ向けての連絡経費

予備費 583,135 433,142 149,993 会館の修理代

合 計 2,108,135 2,088,142 19,993
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塩
下
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施 策 
 

 

4/18　代議員会  

5/21　運営委員会 

 

令
和
８
年
度
事
業
計
画
方
針

　
笠
間
市
社
協
宍
戸
支
部
は
、
笠
間
市
で
唯

一
活
動
の
拠
点
で
あ
る
支
部
会
館
を
有
し
て

い
ま
す
。
当
支
部
は
そ
の
利
便
性
を
十
分
に

生
か
し
、
青
少
年
健
全
育
成
委
員
会
、
女
性

部
、
こ
ぶ
し
の
会
、
広
報
委
員
会
な
ど
の
専

門
委
員
会
が
中
核
と
な
り
、
子
ど
も
か
ら
高

齢
者
ま
で
幅
広
い
事
業
を
推
し
進
め
て
参
り

ま
し
た
。

　
今
後
さ
ら
に
、
組
織
を
充
実
し
各
関
係
機

関
、
各
種
団
体
と
の
連
携
を
図
り
、
宍
戸
地

区
の
皆
様
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
地
域
に
密

着
し
た
事
業
を
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

（
支
部
役
員
）

支
部
長
　
　
市
毛
　
正
明
　
旧
陣
屋
１

副
支
部
長
　
前
嶋
　
晃
司
　
旧
陣
屋
１

　
　
同
　
　
土
田
　
明
嗣
　
松
山
団
地
１

会
　
計
　
　
関
　
　
令
子
　
橋
爪
２

書
　
記
　
　
川
上
　
信
昭
　
旧
陣
屋
２

監
　
事
　
　
芝
沼
　
　
茂
　
上
町

　
　
同
　
　
和
田
　
博
美
　
松
山
団
地
２

　
　
同
　
　
細
田
　
義
人
　
星
山

顧
　
問
　
　
伊
東
　
勝
男
　
中
町

　
　
同
　
　
雨
谷
　
高
市
　
旧
陣
屋
２

１　地域住民とともに社協活動への理解を深め、会員の確保に努める。
２　区長会、民生委員・児童委員協議会及び高齢者クラブとの連携を図る。
３　笠間市社協との連携を強化し、他支部との交流を進める。
４　福祉推進員の資質向上に資する研修会及び視察研修を実施する。
５　児童福祉事業の充実を図る。
　　（１）小学校との連携を密にした学校事業への協力
　　（２）子ども会、スポーツ少年団活動等への援助
　　（３）地域の教育環境整備活動に協力
６　災害等発生時における地域への貢献に努める。
７　社協宍戸支部会館を会場とする「介護予防の運動・体操教室」に協力する。
８　高齢者等への交流活動や、認知症予防、健康維持のための活動の一環として
　　e-スポーツの活用を進める。
９　各専門委員会の事業
　　（１）青少年健全育成委員会
　　　（ア）青少年健全育成及び安心して住める地域を目指す「地区懇談会」の開催
　　　（イ）「小学生夏休みわくわく体験」の実施
　　　（ウ）宍戸小学校に対するサポート（そろばん学習等）
　　　（エ）宍戸小学校読み聞かせボランティア活動
　　（２）女性部
　　　（ア）高齢者を対象とした毎月１回の「配食サービス」を実施
　　　（イ）福祉意識高揚を目指した「福祉バザー」の開催
　　　（ウ）女性部員の特性を生かした「手づくり会」の実施
　　　（エ）資質向上に資する研修会及び視察研修の実施
　　（３）こぶしの会
　　　（ア）「配食サービス」の宅配と、高齢者との交流活動の実施
　　　（イ）高齢者によるグラウンドゴルフ大会（年２回、宍戸地区高齢者クラブとの
　　　　　　共催）の企画・運営
　　　（ウ）高齢者を対象とした市外研修会（自然観察会）の企画・運営
　　（４）広報委員会
　　　（ア）「宍戸支部だより」第139号～140号の発行
　　　（イ）研修会及び視察研修への積極的参加
　　　（ウ）広報関係諸団体との交流促進
　　　（エ）コミュニティボードの企画・運営、維持・管理


